
山梨県構造改革特別区域計画（地域限定特例通訳案内士育成等事業）の概要図 
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工場等用地の確保（分譲可能な用地が12.1haと全国で2番目に少ない） 

  ～ 特例通訳案内士を育成し通訳ガイドの需要に対応、地域の観光振興に貢献 ～ 

★修了試験 

・面接試験（ネイティブ含む専門家が試験官） 

・外国語のプレゼンスキル、ガイド能力 等 

★実施手法 

・プロポーザル方式で研修受託事業者を決定 

・研修事務局（受託事業者・国際交流課・県立大 
学）で研修要項を検討、作成 

・「観光資源」等の科目は地元講師を選定予定 

★言語について 

・中国語、タイ語、英語の３言語 

・受講資格（中国語→中国語検定２級相当、
タイ語→英検準１級相当、英語→英検２級相
当 等） 

・外国人の受講資格→日本語能力試験Ｎ２級
相当 

     ○ 通訳案内士数の不足 → 通訳案内士数： 本県６３人、全国１９，０３３人 

     ○ 団体旅行から個人旅行へのシフト → 通訳ガイドの必要性大 

     ○ 通訳ガイド紹介のネットワーク未発達 → ガイド需要に応えていない  

 

成  果 ： 地域観光の振興 

 ○  通訳ガイド数の増加、通訳ガイドのネットワーク確立 
 ○ 語学を生かした地域の観光従事者の増加 
 ○ 地域を熟知した通訳ガイドによる通訳案内 

大手企業の一次、二次下請けからの脱却 

次世代の新技術、新産業の創出 

特 例 通 訳 案 内 士 育 成 の 研 修 内 容 

イノベーションを生み出すための技術系人材の育成、確保 

 達  成  さ れ る 成 果 

   

製造業の国外への移転や国内での集約化、及び安価な海外製品との価格競争 
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 構造改革特区を導入して特例通訳案内士を育成 

山 梨 県 の 現 状 と 問 題 点 

特区の区域 ：山梨県全域 

特 区 計 画 の 数 値 目 標 

ス ケ ジ ュ ー ル(予定) 

 


